
第 ５ 回 振 興 賞 住 宅 環 境 設 備 賞  

実 用 ロ ー エ ネ ル ギ ー 型 住 宅 の 環 境 設 備  

はじめに

近 年 の 近 年 の 省 エ ネ ブ ー ム に よ り 、 環 境 に 配 慮 し た 製

品 ・ ｼ ｽ ﾃ ﾑ が 急 増 す る 現 状 に は あ る が 、 北 海 道 の 暖 房 事 情

は 未 だ 灯 油 燃 料 を 使 用 し て い る 住 宅 が そ の 大 半 を 占 め て

い る 。 化 石 燃 料 の 枯 渇 や C O 2 の 排 出 問 題 は 、 も は や 世 間

一 般 常 識 と な っ て い る 。  

 そ こ で 、 今 回 は 長 沼 に 建 設 さ れ た 実 用 ロ ー エ ネ ル ギ ー

型 住 宅 （ a n  a c t u a l  l o w  e n e r g y  h o u s e ） を 例 に 、 省 エ ネ

住 宅 の 詳 細 、 お よ び 、 そ の 導 入 効 果 に つ い て 述 べ る 。  

2 ．  住 宅 概 要  

 こ の 実 用 ロ ー エ ネ ル ギ ー 型 住 宅 は 、 2 0 0 5 年 1 1 月 、 長

沼 町 に 建 設 さ れ た 。 延 べ 床 面 積 は 2 0 0 ㎡ （ 約 6 0 坪 ）、 木

造 平 屋 の 戸 建 住 宅 で あ る 。  

 パ ッ シ ブ デ ザ イ ン を 基 調 と し 、 暖 房 機 器 等 に ア ク テ ィ

ブ デ ザ イ ン の 採 用 、 バ リ ア フ リ ー 設 計 、 井 水 利 用 や 浄 化

槽 に よ る 独 立 し た 水 環 境 な ど 、 さ ま ざ ま な 技 術 が 集 約 さ

れ た オ ー ル 電 化 住 宅 で あ る （ 図 1 ）。  

3 ．  パ ッ シ ブ デ ザ イ ン  

本 物 件 は 、 気 密 性 ・ 断 熱 性 に 非 常 に 優 れ て い る 。 断 熱

材 に は 気 密 ・ 断 熱 性 能 に 優 れ た 吹 付 け 式 の 断 熱 材 を 用

い る な ど 、 外 壁 の 断 熱 材 の 厚 さ は 1 8 6 ㎜ 、 屋 根 は 2 1 6

㎜ に も な る 。  



窓 に も 、 ア ル ゴ ン ガ ス 封 入 の l o w - e ト リ プ ル ガ ラ ス （ K

値 ： 1 . 3 W / ㎡ / K ） を 使 用 し て い る 。  

 こ の よ う な 高 性 能 断 熱 材 等 を 用 い た 結 果 、 熱 損 失 係 数

を 示 す Q 値 は 、 0 . 9 6 W / ㎡ / K 、 機 密 性 を 示 す 相 当 隙 間 面 積

C 値 は 、 0 . 4 2 c m 2 / ㎡ い う 好 成 績 を 得 た （ 図 2 ）。  

さ ら に 、 ス ラ ブ 厚 を 2 5 0 ㎜ と し て 、 蓄 熱 効 果 を 生 み 、

南 面 に 集 中 し て い る 窓 （ 窓 全 体 の 面 積 の 6 3 ％ か ら の 日 射

を 効 率 的 に 取 り 入 れ る こ と が 出 来 る 。  

4 ．  ア ク テ ィ ブ デ ザ イ ン  

 建 物 の 基 本 性 能 を 徹 底 的 に 高 め た パ ッ シ ブ デ ザ イ ン を

基 本 に 、 暖 房 に は 地 中 熱 を 利 用 し た ヒ ー ト ポ ン プ 暖 房 シ

ス テ ム 、 換 気 に は ア ー ス チ ュ ー ブ を 採 用 し た 第 一 種 熱 交

換 換 気 、 給 湯 は 寒 冷 地 対 応 型 の C O 2 冷 媒 ヒ ー ト ポ ン プ 式

給 湯 機 等 の ア ク テ ィ ブ デ ザ イ ン を 採 用 し 、 省 エ ネ ル ギ ー

化 を 図 っ て い る 。  

5 .   G S H P シ ス テ ム  

 こ の ロ ー エ ネ ル ギ ー 型 住 宅 は 、 暖 房 設 備 と し て 地 中 熱

ヒ ー ト ポ ン プ シ ス テ ム G S H P （ G r o u n d  S o u r c e  H e a t  

P u m p ） を 採 用 し て い る 。 こ の G S H P は 地 中 熱 を 熱 源 と し

て い る 。 深 さ 1 0 0 ｍ の ボ ア ホ ー ル に 、 シ ン グ ル Ｕ 字 型 の

ﾁ ｭ ｰ ﾌ ﾞ を 挿 入 し 、不 凍 液 を 循 環 さ せ る こ と に よ り 採 熱 を 行

っ て い る （ 図 3 ）。 こ の シ ス テ ム は 、 灯 油 を 一 切 使 わ ず 、

二 酸 化 炭 素 排 出 量 も 、 灯 油 暖 房 と 比 較 す る と 1 / 3 に 抑 え

ら れ る 、 非 常 に ク リ ー ン な 暖 房 で あ る 。 ま た 、 ラ ン ニ ン

グ コ ス ト に お い て も 、 従 来 の 暖 房 に 比 べ る と 低 く 、 初 期

投 資 こ そ 大 き い も の の 、 約 1 0 年 ほ ど で 回 収 で き る 1 ) 。  



6 .  G S H P シ ス テ ム の 導 入 効 果   

こ の 実 用 ロ ー エ ネ ル ギ ー 型 住 宅 は 、 高 気 密 ・ 高 断 熱 住

宅 の た め 、 熱 を 逃 が さ ず 、 常 に 快 適 な 温 度 を 保 つ こ と が

出 来 る 。 住 宅 全 体 に 床 暖 房 が な さ れ （ 布 設 率 7 3 ％ ）、 ふ

く 射 熱 に よ り 部 屋 全 体 を ム ラ な く 暖 め 、 し か も 静 か な 暖

房 を 行 う こ と が 出 来 る 。 足 元 か ら 温 め る の で 、 体 感 温 度

で は 室 温 以 上 に 暖 か く 感 じ 、 自 然 な 暖 か さ が 快 適 性 を 高

め て い る 。 暖 房 期 間 を 通 し て 室 内 全 体 の 温 度 は 均 一 で あ

り 、 最 寒 日 の 朝 方 で も 1 9 ℃ を 下 回 る こ と は な か っ た 。 ま

た 、 一 月 で も 晴 天 日 に は 室 温 は 2 6 ℃ 以 上 に な り 、 高 い パ

ッ シ ブ 効 果 が 現 れ た 。  

（ 図 4 ） の よ う に 、 暖 房 負 荷 の 大 き い 1 2 月 ～ 2 月 に お

い て も 、 C O P は 4 を 上 回 る 結 果 を 得 て い て 、 非 常 に 高 効

率 な シ ス テ ム と い え る 。  

お わ り に  

 こ の 実 用 ロ ー エ ネ ル ギ ー 型 住 宅 は 、 建 物 の 性 能 を 徹 底

的 に 高 め た パ ッ シ ブ デ ザ イ ン ソ ー ラ ー シ ス テ ム を 基 本 に 、

地 中 熱 利 用 暖 房 等 の ア ク テ ィ ブ デ ザ イ ン を 集 約 し た 、 オ

ー ル 電 化 住 宅 で あ る 。  

 地 中 熱 暖 房 を 用 い た 暖 房 は 、 省 エ ネ 効 果 も さ る こ と な

が ら 、 快 適 性 能 と い う 点 に お い て も 、 非 常 に 効 果 を 発 揮

し て い る 。  化 石 燃 料 を 一 切 使 わ ず 、 ま た C O 2 排 出 量 も

大 幅 に 削 減 で き る こ の シ ス テ ム は 、 非 常 に 画 期 的 か つ 魅

力 的 で あ る 。  

 今 後 、 こ の よ う な 次 世 代 基 準 を 大 き く 超 え る 高 性 能 住

宅 が 普 及 し て い く に は 、 ま だ ま だ 世 間 の 認 知 度 が 高 ま っ



て こ な け れ ば な ら な い 。 そ う い っ た 普 及 活 動 の 一 端 に 本

物 件 が 貢 献 で き た な ら ば 幸 い で あ る 。  
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図 1 環境設備全体計画概念図 



 

図 2 導入されたアクティブデザインシステムの概要 
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図 3 GSHP 概略図 
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図 4 月毎の消費電力・暖房出力積算値・COP 
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